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厚
沢
部
町
職
員
の
給
与
・
定
員
管
理
等
に
つ
い
て

（注）１．職員手当には退職手当は含まない。
２．職員数は平成30年4月1日現在の人数。

1 総 括

（参考）
29年度の人件費率

人件費率
（Ｂ/Ａ）

人 件 費
（Ｂ）

実質収支
歳 出 額

（Ａ）
住民基本台帳人口

（30年度末）
区分

10.8％10.9％547,337千円82,839千円5,031,509千円3,845人30年度

一人当たり給与費
（Ｂ/Ａ）

給 与 費職 員 数
（Ａ）

区分
計（Ｂ）期末・勤勉手当職員手当給 料

5,430,349円342,112千円85,948千円41,492千円214,672千円63人30年度

（1）人件費の状況（普通会計決算）

（2）職員給与費の状況（普通会計決算）

（3）給与改定の状況（平成31年4月1日現在）

（注）「民間給与」「公務員給与」は人事院勧告において公民の４月分の給与等をラスパイレス比較した平均給与月額。

（注）「民間の支給割合」は民間事業所で支払われた賞与等の特別給の年間支給割合。「公務員の支給月数」は期末手当及び
勤勉手当の年間支給月数。

厚
沢
部
町
職
員
の
給
与
・
職
員
数
の
状
況
等
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

3 職員の平均給与月額・初任給等の状況（平成31年4月1日現在）

（注）１.「平均給料月額」とは、平成31年4月1日現在における各職種ごとの職員の基本給の平均。
２.「平均給与月額」とは、給料月額と毎月支払われる扶養手当、地域手当、住居手当、時間外勤務手当などの諸手当の額を合計したもので、地方
公務員給与実態調査において明らかにされている。また、「平均給与月額（国ベース）」は、国家公務員の平均給与月額には時間外勤務手当、特
殊勤務手当等の手当が含まれていないことから、比較のため国家公務員と同じベースで再計算したものである。

（1）職員の平均年齢、平均給料月額及び平均給与月額の状況

2 一般行政職給料表の状況（平成31年4月1日現在）

６級５級４級３級２級１級区 分

319,200円289,700円264,200円231,500円195,500円146,100円
１号給の
給料月額

410,200円393,000円381,000円350,000円304,200円247,600円
最高号給の
給料月額

②技能労務職

①一般行政職

平均給与月額（国ベース）平均給与月額平均給料月額平均年齢区 分

320,344円344,675円293,163円40.6歳厚沢部町

―411,123円329,433円43.4歳国

②特別給

①月給例

給与改定率

人事委員会の勧告

区 分 勧 告
（改定率）

較差（Ａ－Ｂ）
公務員給与

（Ｂ）
民間給与

（Ａ)

――387円（0.09%）411,123円411,510円31年度

（参考）
国の改定率

―

年間支給月数

人事委員会の勧告

区 分 勧 告
（改定月数）

較差（Ａ－Ｂ）
公務員の支
給月数（Ｂ）

民間の支給
割合 （Ａ）

4.50月―0.01月4.50月4.51月31年度

（参考）
国の年間
支給月数

4.50月

平均給与月額（国ベース）平均給与月額平均給料月額職員数平均年齢区 分

328,575円363,162円282,075円1人43.3歳厚沢部町

―329,380円287,312円2,431人50.9歳国

(4)給与制度の総合的見直しの実施状況について

【概要】国の給与制度の総合的見直しにおいては、俸給表の水準の平均2％の引下げ及び地域手当の支給割合
の見直し等に取り組むとされている。

①給料表の見直し【 実施 ・ 未実施 】

（給料表の改定実施時期） 平成27年4月1日
（内容）一般行政職の給料表については、国の見直し内容を踏まえ、平均2％の引下げ。激変緩和のため、

当分の間、経過措置（現給保障）を実施。他の給料表についても、国と同様に見直しを実施。

②その他の見直し

管理職員特別勤務手当について、国と同様に見直しを実施。（平成27年4月1日より）
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―厚沢部町職員の給与・定員管理等について ―

（2）職員の初任給の状況

国厚沢部町区 分

182,200円182,200円大学卒

一般行政職

150,600円150,600円高校卒

4 一般行政職の級別職員数等の状況（平成31年4月1日現在）

構成比職員数標準的な職務内容区 分

4.6％３人課 長６級

6.2％４人課長・参事・課長補佐・次長５級

9.2％６人課長補佐・次長・主幹・係長４級

40.0％26人係 長 ・ 主 査 ・ 主 任３級

27.7％18人主 事 ・ 技 師２級

12.3％８人主 事 ・ 技 師１級

（注）１.厚沢部町の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数。
２.標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務。

（1）一般行政職の級別職員数等の状況

平成29年4月1日より人事評価制度を導入済。

（2）昇給への勤務成績の反映状況

経験年数30年経験年数25年経験年数20年経験年数10年区 分

― 円367,100円315,800円244,133円大学卒

一般行政職

341,100円― 円― 円― 円高校卒

（3）職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況

5 職員の手当の状況

厚沢部町

１人当たりの平均支給額 1,544千円

期末手当 勤勉手当
2.60月分（1.45月分） 1.85月分（0.90月分）

（加算措置の状況）
職制上の段階、職務の級等による加算措置あり
・役職加算 ４％～12％
・管理職加算 なし

（1）期末手当・勤勉手当（平成30年度支給実績）

（注）（ ）内は、再任用職員に係る支給割合。

国厚沢部町

（支給率） 自己都合 勧奨・定年
勤続20年 19.6695月分 24.586875月分
勤続25年 28.0395月分 33.27075月分
勤続35年 39.7575月分 47.709月分
最高限度額 47.709月分 47.709月分

その他の加算措置
・定年前早期退職特例措置（３％～45％加算）

（支給率） 自己都合 勧奨・定年
勤続20年 19.6695月分 24.586875月分
勤続25年 28.0395月分 33.27075月分
勤続35年 39.7575月分 47.709月分
最高限度額 47.709月分 47.709月分

１人当たり平均支給額 自己都合 定年退職
16,011千円 19,896千円

（2）退職手当

（注）退職手当の1人当たり平均支給額は、平成30年度に退職した全職種に係る職員に支給された平均額。

（3）地域手当

87千円支給実績（平成30年度決算）

87千円支給職員１人当たり平均支給年額（30年度決算）

国の制度（支給率）支給対象職員数支給率支給対象地域

３％１人３％札幌市

判定期間中の勤務状況（病気休暇、育児休業等の取得、中途採
用等）を反映させ、支給割合は決定しているが、その他の職員に
ついては、勤務実績は反映させず、一律支給。

(参考)勤勉手当への勤務実績の反映状況(一般行政職)
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（4）特殊勤務手当

6,041千円支給実績（30年度決算）

335,611円支給職員１人当たり平均支給年額（30年度決算）

19.1％職員全体に占める手当支給職員の割合（30年度）

３手当の種類（手当数）

左記職員に対する支給単価主な支給対象業務主な支給対象職員手当の名称

月額5,000円病理細菌検査臨床検査技師及び助手臨床検査室勤務職員手当

１回7,000円以内深夜に行われる看護等の業務看護師等夜間看護手当

１回4,000円救急時の非常招集のための待機看護師等救急看護待機手当

14,099千円支給実績（30年度決算）

191千円支給職員１人当たり平均支給年額（30年度決算）

13,275千円支給実績（29年度決算）

187千円支給職員１人当たり平均支給年額（29年度決算）

（5）時間外勤務手当

（6）その他の手当

支給職員１人当たり
平均支給年額
（30年度決算）

支給実績
（30年度決算）

国の制度と
異なる内容

国の制度
との異同

内容及び支給単価手 当 名

239,588円12,219千円同じ

配偶者 6,500円
子 10,000円
父母等 6,500円
子（配偶者なし） 10,000円
父母等（配偶者なし） 10,000円
特定期間の加算 5,000円

扶養手当

146,667円7,480千円
国…持家
なし

一部異
借家等（家賃12,000円を超える場合）
家賃に応じて27,000円を限度に支給
持家 一律5,000円

住居手当

100,063円3,202千円同じ

公共交通機関等を利用する場合
55,000円を限度に全額支給
交通用具を使用する場合
通勤距離に応じて24,500円を限度に支給

通勤手当

615,333円14,768千円国…定額異

課長等の職務で役職及び職務の級に応じて
30,100円～62,300円を支給
病院長等の職務で給料月額の100分の12を超
えない範囲内で支給

管理職手当

― 円― 千円同じ

勤務場所を異にする異動等により転居する場
合に支給
月額23,000円及び移動距離により45,000円を
限度に加算

単身赴任手当

7,500円30千円同じ
課長等の職務で休日等において緊急を要する
時、または公務上必要な時に勤務した場合
１回につき6,000円を支給

管理職員
特別勤務手当

80,989円7,370千円同じ

扶養親族のある職員 22,540円
その他の世帯主である職員 12,860円
その他の職員 8,600円
現在、経過措置期間中

寒冷地手当

3,560,000円7,120千円同じ
日直手当 医 師20,000円

看護師 7,200円
宿直手当 医 師20,000円

宿日直手当

―厚沢部町職員の給与・定員管理等について ―
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6 特別職の報酬等の状況（平成31年4月1日現在）

給 料 月 額 等区 分

760,000円
617,000円

町 長
副町長

給 料

228,000円
194,000円
171,000円

議 長
副議長
議 員

報 酬

4.50月分
議 長
副議長
議 員

4.50月分
町 長
副町長

期末手当

一般職の例による
町 長
副町長

寒冷地手当

（支給時期）
任期毎に支給

（１期の手当額）

15,583千円
7,982千円

（算定方式）
給料月額に在職年数による
支給率を乗じて得た額

町 長
副町長

退職手当

（注）退職手当の「１期の手当額」は、４月１日現在の給料月額及び支給率に基づき、１期（４年=48月）勤めた場合における退職手当の見込額。

主な増減理由
対前年
増減数

職員数区 分

部 門 平成30年平成31年

採用、人事異動による増
退職による減

人事異動による減

０
２
△１
０
０
０
０
０
１

２
17
３

９
１
６
10
７

２
19
２

９
１
６
10
８

議 会
総 務
税 務
労 働
農 林 水 産
商 工
土 木
民 生
衛 生

一般行政
部 門

普通会計部門

２5557小 計

０７７教 育
警 察
消 防

特別行政
部 門

０７７小 計

２6264小 計
退職による減△１

０
０
０
０

24
２

１
５

23
２

１
５

病 院
水 道
交 通
下 水 道
そ の 他

公営企業等会計部門

△１3231小 計

１
[０ ]

94
[131]

95
[131]

合 計

7 職員数の状況

（1）部門別職員数の状況と主な増減理由 （各年4月1日現在）

（注）１.職員数は一般職に属する職員数。
２..[]内は、条例定数の合計。

（2）年齢別職員構成の状況（平成31年4月1日現在） （3）職員数の推移

計
60歳
以上

56歳～

59歳

52歳～

55歳

48歳～

51歳

44歳～

47歳

40歳～

43歳

36歳～

39歳

32歳～

35歳

28歳～

31歳

24歳～

27歳

20歳～

23歳

20歳
未満

区分

96人１人10人８人13人16人18人３人11人８人７人１人０人
職員
数

（注）上記職員数には教育長を含む。

過去５年間の
増減数

31年30年29年28年27年26年
年度

部門

１575556605856一般行政

△１779888教育

警察

消防

０646265686664普通会計

△２313232323233
公営企業等
会計

△２9594971009897総合計

（注）各年における定員管理調査において報告した部門別職員数。

％

構成比

5年前の構成比

―厚沢部町職員の給与・定員管理等について ―



6

Ｑ
．
厚
沢
部
町
の
魅
力
は
豊
か
な

自
然
で
す
。
魅
力
を
存
分
に
発
揮

す
る
た
め
に
レ
ク
の
森
の
利
用
機

会
を
増
や
す
と
い
い
と
思
い
ま

す
。
普
段
、レ
ク
の
森
の
横
を
通
っ

て
も
「
入
り
た
い
」
と
は
思
え
ま

せ
ん
。
原
因
は
、
看
板
が
自
然
に

溶
け
込
み
す
ぎ
て
い
る
こ
と
と
、

レ
ク
の
森
の
中
に
街
灯
が
な
い
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、

看
板
や
街
灯
な
ど
の
整
備
を
し
た

ら
い
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
レ

す
。
提
案
と
し
て
、
農
家
全
員
が

集
ま
っ
て
話
し
合
う
農
業
振
興
セ

ン
タ
ー
に
す
れ
ば
よ
い
と
思
い
ま

す
。
そ
こ
で
作
物
の
研
究
や
こ
れ

か
ら
の
農
業
に
つ
い
て
、
会
議
を

開
く
た
め
の
施
設
と
し
て
利
用
す

れ
ば
よ
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
ほ

か
に
、
美
術
室
や
家
庭
科
室
な
ど

の
教
室
を
絵
画
教
室
・
料
理
教
室

な
ど
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
も
考

え
ら
れ
ま
す
。
そ
う
す
れ
ば
地
域

の
た
く
さ
ん
の
人
が
集
ま
り
、
交

流
が
深
ま
る
と
思
い
ま
す
。

２
月
６
日

（木）
、
平
成

（木）

10
年
に
開
催
以
来

（木）

10

21
年
ぶ
り
に
『
中
学
生
議
会
』
が
役
場
議
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
中
学

生
議
会
は
厚
沢
部
中
学
校
（
玉
置
英
樹
校
長
）
３
年
生
の
公
民
の
授
業
で
議
会
の
こ
と
を
学
ん
だ
後
に
、
実
際
に

体
験
し
、
理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
中
学
生
た
ち
が
考
え
た
町
へ
対
す
る
思
い
や
提
案
内

容
の
一
部
を
抜
粋
し
て
紹
介
し
ま
す
。

中
学
生
議
会

中
学
生
が
自
ら
考
え
、
自
ら
提
案

①
レ
ク
森
の
活
用
に
つ
い
て

②
旧
中
学
校
の
活
用
に
つ
い
て

Ｑ
．
統
合
す
る
前
は
、
廃
校
し
た

鶉
中
学
校
に
通
っ
て
い
ま
し
た
。

僕
や
鶉
中
学
校
が
母
校
だ
と
い
う

方
に
は
た
く
さ
ん
の
思
い
出
が
あ

り
ま
す
。
長
き
に
わ
た
り
続
い
て

き
た
歴
史
あ
る
鶉
中
学
校
の
校
舎

を
で
き
る
限
り
長
く
残
し
、
も
う

一
度
使
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

Ｑ
．
今
の
道
の
駅
で
は
ち
ゃ
ん
と

ご
飯
を
食
べ
ら
れ
る
場
所
が
な
い

で
す
。
こ
の
機
会
に
レ
ス
ト
ラ
ン

を
建
て
る
こ
と
を
提
案
し
ま
す
。

町
民
の
声
で
ご
飯
を
食
べ
る
場
所

が
欲
し
い
と
い
う
意
見
が
あ
り
ま

し
た
。
そ
こ
で
、
厚
沢
部
町
の
特

産
品
を
使
っ
た
食
事
を
提
供
す
る

レ
ス
ト
ラ
ン
が
あ
れ
ば
い
い
と
思

い
ま
す
。
例
え
ば
、
メ
ー
ク
イ
ン

を
使
っ
た
フ
ラ
イ
ド
ポ
テ
ト
や
塩

煮
な
ど
で
す
。
ま
た
、
珍
し
い
メ

ニ
ュ
ー
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
を
目
当

⑤
道
の
駅
の

食
事
提
供
に
つ
い
て

西村羽孔斗
議長

丹保 潤
議員

大森 聖貴
議員

川村真奈斗
議員

③
街
灯
の
設
置
に
つ
い
て

Ｑ
．
昨
年
度
か
ら
厚
沢
部
町
で
公

営
塾
の
取
り
組
み
が
開
始
さ
れ
ま

し
た
。
た
く
さ
ん
の
生
徒
が
勉
強

の
場
と
し
て
利
用
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
塾
が
終
わ
る
時
間
が

だ
い
だ
い
21
時
で
、
親
が
車
で
迎

え
に
来
れ
な
い
場
合
は
歩
い
て
帰

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
時
間

西山龍之介
議員

④
高
台
の
修
理
等
に
つ
い
て

大野 愛華
議員

Ｑ
．
緑
町
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ

ン
タ
ー
裏
に
あ
る
高
台
を
修
理
し

て
開
放
す
べ
き
だ
と
考
え
ま
す
。

現
在
、
緑
町
に
は
、
高
い
建
物
が

無
く
、
高
台
も
閉
鎖
さ
れ
て
い
る

た
め
津
波
の
避
難
場
所
が
あ
り
ま

せ
ん
。
ま
た
、
本
町
ま
で
逃
げ
る

と
橋
を
渡
る
必
要
が
あ
り
と
て
も

危
険
で
す
。
よ
っ
て
、
高
台
の
修

理
と
開
放
が
必
要
だ
と
思
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
高
台
を
修
理
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
観
光
資
源
と
し

て
も
活
用
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

高
台
か
ら
の
景
色
は
、
開
放
感
が

あ
っ
て
、
と
て
も
き
れ
い
で
す
。

春
に
は
桜
、
夏
に
は
ヒ
マ
ワ
リ
が

咲
き
、
秋
に
は
紅
葉
が
楽
し
め
ま

す
。
現
在
、
道
の
駅
に
は
た
く
さ

ん
お
客
さ
ん
が
来
て
い
る
た
め
、

道
の
駅
で
宣
伝
を
す
れ
ば
、
多
く

の
方
に
来
て
い
た
だ
け
て
厚
沢
部

の
自
然
を
満
喫
で
き
、
新
た
な
観

光
資
源
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

ク
の
森
に
専
属
の
ガ
イ
ド
を
雇
う

と
い
い
と
思
い
ま
す
。
ガ
イ
ド
が

い
る
こ
と
で
定
期
的
な
イ
ベ
ン
ト

が
で
き
ま
す
。
イ
ベ
ン
ト
は
町
内

の
人
だ
け
で
な
く
、
ほ
か
の
地
域

の
人
に
も
参
加
し
て
も
ら
え
る
よ

う
に
Ｐ
Ｒ
す
る
と
、
レ
ク
の
森
を

目
的
と
し
た
観
光
客
が
増
え
る
と

思
い
ま
す
。

か
ら
歩
い
て
家
に
帰
る
時
、
道
が

と
て
も
暗
く
て
不
安
で
す
。

ま
た
、
部
活
動
が
終
わ
っ
て
か

ら
家
に
帰
る
時
も
冬
だ
と
道
は
暗

い
で
す
。
そ
こ
に
街
灯
を
設
置
し

て
も
ら
え
れ
ば
夜
に
歩
く
必
要
が

あ
る
人
は
、
安
心
で
き
る
と
思
い

ま
す
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
通
学

路
で
暗
い
場
所
に
街
灯
を
増
や
し

て
欲
し
い
と
考
え
ま
す
。
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①
レ
ク
森
の
活
用
に
つ
い
て

Ａ
．
看
板
に
つ
い
て
は
表
示
内
容

や
設
置
場
所
な
ど
今
後
検
討
し

ま
す
。
ま
た
、
レ
ク
の
森
の
街

灯
に
つ
い
て
は
新
た
に
設
置
す

る
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

専
属
ガ
イ
ド
に
つ
い
て
は
確
保

に
努
め
ま
す
。

②
旧
中
学
校
の
活
用
に
つ
い
て

Ａ
．
閉
校
後
の
中
学
校
に
つ
い
て

は
地
域
や
有
効
利
用
団
体
か
ら

の
要
望
が
あ
れ
ば
、
利
用
計
画

に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
。
ま
た
、

一
部
教
室
の
利
用
に
つ
い
て
は

利
用
者
の
安
全
を
第
一
に
考
慮

し
な
が
ら
、
有
効
利
用
さ
れ
る

よ
う
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

③
街
灯
の
設
置
に
つ
い
て

Ａ
．
現
地
確
認
を
行
い
関
係
機
関

と
検
討
し
、
設
置
の
必
要
性
に

つ
い
て
判
断
し
て
い
き
ま
す
。

④
高
台
の
修
理
等
に
つ
い
て

Ａ
．
現
在
道
の
駅
あ
っ
さ
ぶ
の
駐

車
場
と
ト
イ
レ
の
整
備
を
進
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
、

周
辺
整
備
と
併
せ
て
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

町
か
ら
の
回
答

⑤
道
の
駅
の
食
事
提
供
に
つ
い
て

Ａ
．
レ
ス
ト
ラ
ン
の
建
設
に
つ
き

ま
し
て
は
総
合
的
に
計
画
を
進

め
必
要
な
施
設
整
備
を
図
り
、

物
販
や
飲
食
ス
ペ
ー
ス
の
拡
充

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

⑥
歩
道
の
除
雪
に
つ
い
て

Ａ
．
通
学
に
利
用
し
て
い
る
歩
道

に
つ
き
ま
し
て
は
、
で
き
る
限

り
通
学
時
間
に
間
に
合
う
よ
う

に
早
め
の
除
雪
を
行
い
、
通
学

に
支
障
が
な
い
よ
う
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

⑦
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
看
板
設
置

に
つ
い
て

Ａ
．
町
民
の
安
全
・
安
心
な
ま
ち

づ
く
り
の
向
け
、
さ
ら
な
る
国

の
防
災
情
報
伝
達
手
段
の
多
様

化
を
受
け
、
本
町
の
財
政
状
況

を
考
慮
し
な
が
ら
今
後
検
討
し

て
ま
い
り
ま
す
。

⑧
観
光
Ｐ
Ｒ
の
充
実
に
つ
い
て

Ａ
．
本
町
の
子
育
て
に
や
さ
し
い

ま
ち
づ
く
り
や
特
産
品
の
町
内

外
へ
向
け
た
Ｐ
Ｒ
は
重
要
で
あ

り
今
回
の
提
案
を
今
後
の
参
考

と
し
、
更
な
る
知
名
度
の
向
上

を
図
り
ま
す
。

Ｑ
．
厚
沢
部
町
は
除
雪
を
丁
寧
に

や
っ
て
く
れ
て
大
変
あ
り
が
た
い

で
す
。
昨
年
ま
で
は
、
毎
年
歩
道

に
雪
が
積
も
り
、
交
通
を
妨
げ
て

い
ま
し
た
。
特
に
赤
沼
橋
や
小
さ

い
道
路
の
歩
道
は
除
雪
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
少
な
い
で
す
。
そ
れ
に

よ
っ
て
僕
た
ち
は
車
道
を
歩
か
ざ

る
を
得
な
く
な
り
大
変
危
険
で

す
。
ま
た
、
歩
道
を
除
雪
す
る
こ

と
に
よ
り
交
通
事
故
が
起
こ
り
に

く
く
な
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま

す
。
前
年
度
は
大
変
な
大
雪
で
、

歩
き
に
く
か
っ
た
の
を
覚
え
て
い

ま
す
。
前
年
度
の
よ
う
な
こ
と
に

な
る
の
を
防
ぐ
た
め
、
歩
道
の
除

雪
を
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

⑥
歩
道
の
除
雪
に
つ
い
て

Ｑ
．
去
年
起
き
た
北
海
道
胆
振
東

部
地
震
で
の
厚
沢
部
町
の
被
害
は

少
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
震
源
地

付
近
で
は
土
砂
崩
れ
や
液
状
化
現

象
、
大
規
模
停
電
な
ど
の
被
害
が

た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。

も
し
も
、
そ
れ
以
上
の
災
害
が

起
き
た
時
の
た
め
に
町
民
全
員
が

安
全
に
避
難
出
来
る
よ
う
な
対
策

⑦
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の

看
板
設
置
に
つ
い
て

Ｑ
．
厚
沢
部
町
は
人
口
が
年
々
減

少
し
て
い
ま
す
。
人
口
の
減
少
を

防
ぐ
た
め
に
は
、
若
い
人
た
ち
に

厚
沢
部
町
に
帰
っ
て
き
て
も
ら
っ

た
り
、
知
ら
な
い
土
地
か
ら
来
た

観
光
客
に
厚
沢
部
町
を
気
に
入
っ

て
も
ら
い
、
住
ん
で
も
ら
っ
た
り

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た

⑧
観
光
Ｐ
Ｒ
の
充
実

に
つ
い
て

石井 遼平
議員

松原さくら
議員

清水 柊衣
議員

て
に
来
る
人
も
い
る
と
思
う
の

で
、
メ
ニ
ュ
ー
に
タ
コ
ス
を
加
え

る
こ
と
を
提
案
し
ま
す
。
具
材
に

厚
沢
部
の
美
味
し
い
野
菜
を
使
え

ば
、
道
の
駅
で
野
菜
を
買
っ
て
く

れ
る
人
も
増
え
る
と
思
い
ま
す
。

を
取
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

私
た
ち
は
、
避
難
訓
練
を
学
校

で
行
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
町
全

体
で
は
行
っ
て
い
な
い
の
で
、
い

ざ
と
い
う
時
、
避
難
す
る
場
所
が

分
か
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

厚
沢
部
町
は
災
害
時
の
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
を
作
成
し
て
い
て
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
見
る
こ
と
が
で
き
、

各
家
庭
に
も
配
布
し
て
い
ま
す

が
、
き
ち
ん
と
読
ん
で
い
な
い
人

や
無
く
し
て
し
ま
う
人
も
い
る
と

思
い
ま
す
。
で
す
の
で
、
私
は
各

地
区
の
施
設
に
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

の
看
板
設
置
を
提
案
し
ま
す
。

め
に
、
も
っ
と
観
光
Ｐ
Ｒ
を
し
た

ほ
う
が
い
い
と
思
い
ま
す
。
な
の

で
、
私
た
ち
は
お
ら
い
も
フ
ァ
ミ

リ
ー
の
家
族
を
増
や
す
こ
と
や

じ
ゃ
が
い
も
以
外
の
ア
ス
パ
ラ
や

黒
豆
な
ど
の
厚
沢
部
の
特
産
品
を

モ
チ
ー
フ
に
し
た
ゆ
る
キ
ャ
ラ
を

増
や
す
事
を
提
案
し
ま
す
。
ま
た
、

お
ら
い
も
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
ぬ
い
ぐ

る
み
を
製
作
し
、
販
売
す
る
こ
と

も
提
案
し
ま
す
。
ぬ
い
ぐ
る
み
に

す
る
こ
と
で
、
か
わ
い
さ
が
増
し
、

観
光
客
や
子
ど
も
が
見
た
時
に
買

い
た
く
な
る
と
思
い
ま
す
。
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２
月
８
日
（土）
、彩
風
塘
の
宮
川
朝
広
氏
を
講
師

に
招
き
、「
専
門
講
師
に
よ
る
調
理
講
習
会
～
プ
ロ

か
ら
学
ぶ
餃
子
作
り
体
験
～
」（
食
生
活
改
善
協
議

会
主
催
）を
町
民
交
流
セ
ン
タ
ー
あ
ゆ
み
で
開
催

し
、町
民
ら
16
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

こ
の
講
習
会
は
町
内
に
あ
る
食
品
施
設
の
利
用

や
周
知
、ま
た
、在
住
す
る
職
人
か
ら
、技
術
を
取

得
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
、参
加
者
か

ら
は「
手
作
り
の
皮
で
作
っ
た
餃
子
は
と
て
も
お

い
し
か
っ
た
」「
違
う
中
華
料
理
も
学
び
た
い
」と

充
実
し
た
講
習
会
と
な
り
ま
し
た
。

冬冬
の
レ
ク
の

冬
の
レ
ク
の
森森

豊
か
な
自
然

豊
か
な
自
然
をを

み
ん
な
で
親
し

み
ん
な
で
親
し
むむ

１
月
26
日
26

（日）
、町
農
業
担
い
手
育
成
対
策
協
議

会（
木
村
秀
喜
会
長
）は
東
京
ビ
ッ
ク
サ
イ
ト
で
開

催
さ
れ
た「
移
住
・
交
流
地
域
お
こ
し
フ
ェ
ア
」に

出
展
し
、新
規
就
農
希
望
者
の
募
集
を
行
い
ま
し

た
。当
日
は
14
組
の
方
が
ブ
ー
ス
を
訪
れ
、新
規
就

農
や
町
の
概
要
、移
住
体
験
な
ど
に
つ
い
て
質
問

が
さ
れ
ま
し
た
。協
議
会
で
は
今
後
も
新
規
就
農

者
等
の
農
業
の
担
い
手
確
保
に
努
め
ま
す
。農
業

後
継
者
を
お
探
し
の
方
や
研
修
生
の
受
け
入
れ
を

希
望
さ
れ
る
方
は
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

（
事
務
局
・
農
業
振
興
係

☎
６
４
‐
３
３
１
４
）

２
月
16
日
16

（日）
、「
ひ
や
ま
木
育
フ
ェ
ス
タ

16

（日）

in
あ
っ

さ
ぶ
」（
檜
山
振
興
局
森
林
室
・
町
教
育
委
員
会
主

催
）が
レ
ク
の
森
で
行
わ
れ
、町
内
外
か
ら
約
20
名

が
参
加
し
ま
し
た
。レ
ク
森
の
豊
か
な
自
然
を
幅

広
い
世
代
に
親
し
ん
で
も
ら
お
う
と
開
催
。参
加

者
は
冬
の
レ
ク
森
を
歩
き
動
物
の
足
跡
や
冬
芽
を

観
察
し
た
後
、た
き
火
で
マ
シ
ュ
マ
ロ
焼
き
を
楽

し
み
ま
し
た
。ま
た
、展
示
館
で
は
、草
木
染
め
で

バ
ン
ダ
ナ
作
り
や
自
然
素
材
で
ク
ラ
フ
ト
作
り
な

ど
も
行
わ
れ
、参
加
者
た
ち
は
と
て
も
満
足
し
た

１
日
と
な
り
ま
し
た
。

フ
ェ
ア
に
出
展

フ
ェ
ア
に
出
展
！！

農
業
の
担
い
手
確

農
業
の
担
い
手
確
保保

新新
規規
就
農
者
を
見
つ
け

就
農
者
を
見
つ
け
にに

調
理
講
習

調
理
講
習
会会

み
ん
な
で
楽
し

み
ん
な
で
楽
し
くく

職
人
の
技
を
学
ぶ

職
人
の
技
を
学
ぶ

２
月
４
日
（火）
、認
定
こ
ど
も
園
は
ぜ
る
の
子
ど

も
達
が
、太
鼓
山
ス
キ
ー
場
で
そ
り
す
べ
り
を
楽

し
み
ま
し
た
。今
年
は
雪
も
少
な
く
、外
で
遊
ぶ

機
会
が
少
な
か
っ
た
子
ど
も
達
。ま
と
ま
っ
た
雪

が
降
り
、今
回
の
活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
ど
も
園
で
は「
遊
び
の
中
か
ら
学
ぶ
こ
と
」

を
大
切
に
日
々
保
育
・
教
育
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
回
の
よ
う
な
遊
び
を
通
し
、子
ど
も
達
の
発

見
や
驚
き
に
共
感
し
、自
然
を
た
く
さ
ん
感
じ
、

子
ど
も
達
の
好
奇
心「
お
も
し
ろ
そ
う
！
」「
や
っ
て
み
た
い
！
」と
い
う
気
持
ち
を
大
切
に
、

一
緒
に
ド
キ
ド
キ
、ワ
ク
ワ
ク
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

厚
沢
部
町
の
自
然

厚
沢
部
町
の
自
然
をを

遊
び
の
中
か
ら
学

遊
び
の
中
か
ら
学
びび

発
見
や
驚
き
を
共

発
見
や
驚
き
を
共
感感

▲現在、食生活改善協議会会員募集中！

興味のある方は事務局（℡64-3319）までご連絡ください！

▲楽しく話しながら厚沢部町の魅力を発信！
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【
厚
沢
部
小
学
校
】16
名

荒

木

健

冴
（
荒
木

絢
也
）

け
ん
ご

石

田

朱

優
（
石
田

綾
子
）

し
ゅ
う

尾

山

葵

依
（
尾
山

浩
崇
）

あ
お
い

加

澤

礼

生
（
加
澤

寛
明
）

れ
お

川

村

蒼

空
（
川
村

孝
則
）

そ
ら

京

谷

優
（
京
谷

尚
登
）

ゆ
う

小

林

壱

大
（
小
林

奨
）

い
ち
た

佐
々
木

華

那
（
佐
々
木
優
太
）

は
な

下
川
部

光

希
（
下
川
部
真
歩
）

こ
う
き

中

川

心

希
（
中
川

一
秀
）

も
と
き

野

崎

湊

斗
（
野
崎

雅
人
）

み
な
と

三

崎

七

星
（
三
崎

佑
司
）

な
な
ほ

村

松

颯

人
（
村
松

翔
平
）

り
く
と

山

本

陽

翔
（
山
本

要
）

は
る
と

山

本

美

桜
（
山
本

卓
也
）

み
お

吉

川

陽

菜
（
吉
川

聖
子
）

ひ
な

【
鶉
小
学
校
】３
名

加

向

皇

信
（
加
向

晃
子
）

こ
う
し
ん

谷

口

航
（
谷
口

直
美
）

わ
た
る

古

川

凛

桜
（
古
川

真
美
）

り
お

【
館
小
学
校
】７
名

伊
勢
谷

太

陽
（
伊
勢
谷
教
郎
）

た
い
よ
う

相

馬

莉

那
（
相
馬

沙
妃
）

り
な

中

西

あ
り
す
（
中
西

琢
哉
）

長
谷
川

健

人
（
長
谷
川
博
紀
）

け
ん
と

細

畑

映

漣
（
細
畑

圭
佑
）

え
れ
ん

松

橋

蓮
（
松
橋

真
也
）

れ
ん

由

利

一

花
（
由
利

基
樹
）

い
ち
か

入学おめでとう！
ピピピピピピピピピピッッッッッッッッッッカカカカカカカカカカピピピピピピピピピピカカカカカカカカカカピッカピカののののののののののの新新新新新新新新新新１１１１１１１１１１年年年年年年年年年年生生生生生生生生生生をををををををををを紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹介介介介介介介介介介ししししししししししまままままままままますすすすすすすすすす新１年生を紹介します！！！！！！！！！！！

※
１

氏
名
は
児
童（
保
護
者
）の
五
十
音
順
。
敬
称
は
省
略
し
ま
し
た
。

※
２

個
人
情
報
保
護
条
例
に
基
づ
き
、掲
載
の
同
意
を
得
ら
れ
な
か
っ
た

児
童（
保
護
者
）の
氏
名
は
掲
載
し
て
い
ま
せ
ん
。

来
年
度
の
当
町
の
新
入
学
児
童
は
、３
校
26
名
の
予
定
で
す
。

こ
こ
で
は
町
内
の
各
小
学
校
に
入
学
す
る
新
１
年
生
を
紹
介

し
ま
す
。

（
２
月
25
日
現
在
）

国
内
に
住
む
す
べ
て
の
人
は
、

20
歳
に
な
っ
た
時
か
ら
国
民
年
金

の
被
保
険
者
と
な
り
、保
険
料
の

納
付
が
義
務
づ
け
ら
れ
ま
す
が
、

学
生
に
つ
い
て
は
、申
請
に
よ
っ

て
在
学
中
の
保
険
料
納
付
を
猶
予

す
る『
学
生
納
付
特
例
制
度
』が
設

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

国
民
年
金
の
保
険
料
が
未
納
と

な
っ
て
い
る
と
、万
が
一
、
病
気
や

ケ
ガ
で
重
い
障
害
が
残
っ
た
時
に

障
害
基
礎
年
金
が
受
け
取
れ
な
い

こ
と
が
あ
り
ま
す
が
学
生
納
付
特

例
が
承
認
さ
れ
た
期
間
は
障
害
年

金
の
受
給
資
格
要
件
に
含
ま
れ
ま

す
。学
生
で
あ
っ
て
保
険
料
の
納

付
が
困
難
な
場
合
は
必
ず
学
生
納

付
特
例
を
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
学
生
納
付
特
例
の
承

認
を
受
け
た
期
間
は
、将
来
の
老

齢
基
礎
年
金
の
年
金
額
の
計
算
に

は
含
ま
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、将

来
の
年
金
額
を
減
ら
さ
な
い
よ
う

承
認
を
受
け
て
か
ら
10
年
間
の
う

ち
に
保
険
料
を
納
付（
追
納
）
す
る

こ
と
が
で
き
る
仕
組
み
と
な
っ
て

い
ま
す（
承
認
を
受
け
て
か
ら
３

年
度
目
以
降
に
追
納
す
る
場
合
は

当
時
の
保
険
料
に
一
定
の
加
算
額

が
加
わ
り
ま
す
）。

対
象
と
な
る
の
は
、大
学
院
や

大
学
、
短
期
大
学
、高
校
、専
修
学

校
な
ど
の
ほ
か
各
種
学
校（
１
年

以
上
の
就
学
課
程
に
限
る
）に
在

学
す
る
20
歳
以
上
の
学
生
で
す
。

ま
た
、夜
間
や
定
時
制
、
通
信
制
課

程
も
含
ま
れ
ま
す
の
で
ほ
と
ん
ど

の
学
生
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

申
請
は
、役
場
の
国
民
年
金
窓

口
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。申
請

の
際
に
は
年
金
手
帳
ま
た
は
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
が
分
か
る
も
の
と
学
生

証（
裏
面
に
有
効
期
限
等
の
記
載

が
あ
る
場
合
は
裏
面
も
含
む
）の

写
し
、ま
た
は
在
学
期
間
が
わ
か

る
在
学
証
明
書
の
原
本
が
必
要
と

な
り
ま
す
。な
お
、
前
年
の
所
得
が

一
定
額
以
上
の
場
合
は
申
請
が
承

認
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

☆
ご
不
明
な
点
等
あ
り
ま
し
た
ら

保
健
福
祉
課
住
民
年
金
係
へ

☎
６
４
‐
３
３
１
３

ね
ん
き
ん
講
座
講
座

学
生
納
付
特
例
制
度
を
ご
存
知
で
す
か
？
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れ
て
い
ま
す
。

２
ヶ
月
半
の
短
い
工
期
で
館
城

の
表
御
殿
は
完
成
し
て
い
た
の
で

し
ょ
う
か
。

【
介
護
保
険
係
長

石
井

淳
平
】

『
館
築
城
圖
』
の
左
半
分
は
お
殿

様
が
日
中
を
過
ご
す「
常
御
殿
」
が

描
か
れ
ま
す
。さ
ら
に
、そ
の
左
側

に
は
「
表
御
殿
」
が
あ
っ
た
こ
と
を

う
か
が
わ
せ
る
注
記
が
あ
り
ま
す

が
、礎
石
は
未
発
見
で
謎
に
包
ま

あ
っ
さ
ぶ
のの
昔
のの
話
題題

表
御
殿
は
存
在
し
た
か
？

私
が
皆
さ
ん
と
初
め
て
接
す
る

典
型
的
な
場
は
、「
法
律
相
談
」で

す
。病
気
な
ど
で
お
医
者
さ
ん
に

か
か
る
と
き
も
、い
き
な
り「
手

術
！
」で
は
な
く
、ま
ず
は
初
診
を

経
て
、必
要
に
応
じ
て
検
査
や
カ

ウ
ン
セ
リ
ン
グ
が
あ
り
ま
す
よ

ね
。患
者
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
に
最
適

な
治
療
方
法
を
選
択
し
て
い
く
た

め
に
は
、ま
ず「
そ
の
患
者
さ
ん
自

身
の
こ
と
を
き
ち
ん
と
知
る
機

会
」が
必
要
な
わ
け
で
す
。

弁
護
士
の
仕
事
も
こ
れ
と
同
じ

で
、皆
さ
ん
に
会
っ
た
瞬
間「
は
じ

め
ま
し
て
。そ
れ
で
は
裁
判
所
に

行
っ
て
相
手
を
訴
え
ま
し
ょ

う
！
」と
い
う
展
開
に
は
な
ら
ず
、

ま
ず
は
皆
さ
ん
の
抱
え
て
い
る
悩

み
の
内
容
を
き
ち
ん
と
聴
か
な
け

れ
ば
始
ま
り
ま
せ
ん
。そ
し
て
、弁

護
士
は
ア
タ
マ
の
中
に
汗
を
か
き

つ
つ
法
律
知
識
を
駆
使
し
て
分
析

し
、い
ち
ば
ん
適
切
と
考
え
る
解

決
方
法
の
提
示
を
し
ま
す
。

私
は
今
で
も
、相
談
者
さ
ん
に

お
会
い
す
る
直
前
は
い
つ
も
緊
張

し
ま
す
。悩
み
を
抱
え
る
初
対
面

の
人
に
対
し
て
専
門
的
ア
ド
バ
イ

ス
を
す
る
の
は
、人
生
を
左
右
し

か
ね
な
い
重
い
責
任
を
感
じ
る
仕

事
で
す
。代
理
人
に
な
る
契
約
な

ど
せ
ず
に
法
律
相
談
だ
け
で
終
わ

る
こ
と
も
数
多
く
あ
り
ま
す
が
、

そ
う
い
っ
た
相
談
が
私
に
と
っ
て

「
軽
い
仕
事
」な
の
で
は
決
し
て
あ

り
ま
せ
ん
。む
し
ろ
、そ
れ
っ
き
り

の
相
談
の
場
で
少
し
で
も
心
に
温

か
さ
を
感
じ
て
お
帰
り
い
た
だ
け

る
よ
う
に
、私
な
り
の
最
善
の
回

答
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

私
た
ち
と
皆
さ
ん
が
繋
が
る
た

め
に
、法
律
相
談
は
と
て
も
大
切

な
き
っ
か
け
で
す
。他
人
に
悩
み

を
話
す
と
い
う
の
は
な
か
な
か

ハ
ー
ド
ル
の
高
い
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
が
、心
を
込
め
て
お
話
を
お

聴
き
し
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご
活
用

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

☆
ご
相
談
の
ご
予
約
は
、

０
５
０
‐
３
３
８
３
‐
５
５
６
３

【
法
テ
ラ
ス
江
差

弁
護
士

森
脇

崇
】

法
テ
ラ
ス
江
差
通
信
通
信

100

～
出
会
い
は「
ホ
ー
リ
ツ
ソ
ー
ダ
ン
」か
ら
～

『館築城圖』西側に描かれるのは、「常御

殿」などと呼ばれる建物。藩主が日中を過

ごし、政務を執る場所で、松前藩の中枢と

もいえる空間。

押入
廊

下

床

押

入

御
医
師

押

入

押入押入押入

御

納

戸

廊下

御
近
習

御 次 御 逢之間

御出座廊下

鷲之間

諸役人謁之間

エ ン カ ハ

御
通
口

上御臺子間御近習頭

押

入

下
御
臺
子
間

御
膳
所

諸役人通廊下

○

○印は下屋

召上物御通

「常御殿」の西側にも「大広間」や「金間」

などがある。「表御殿」に相当する建物があ

りそうですが、この場所では礎石は見つ

かっておらず、建設されなかった可能性も

あります。

廊下の先には「金

間」（きんのま）と

「大広間」がある お殿様が利用する

「御出座廊下」

家臣たちが通る廊下こ

の先に「合議局」があ

る。

お殿様は日中この

部屋で家臣と会う

奥御殿へ

意
注現

在
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
が
北
海
道
で
も
確
認
さ
れ

て
き
て
い
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
は
ウ
イ
ル
ス
性
の

風
邪
の
一
種
で
、
発
熱
や
の
ど
の

痛
み
、
咳
が
長
引
く
こ
と
（
１
週

間
前
後
）
が
多
く
、
強
い
だ
る
さ

（
倦
怠
感
）
が
特
徴
で
す
。

風
邪
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策

と
同
様
に
、
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
や
手

洗
い
、
う
が
い
、
ア
ル
コ
ー
ル
消

毒
な
ど
、
日
々
の
対
策
が
重
要
で

す
。ご

自
身
の
症
状
等
に
不
安
が
あ

る
場
合
は
次
の
相
談
窓
口
へ
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

①
北
海
道
江
差
保
健
所

☎
５
２
‐
１
０
５
３

□
開
設
時
間

平
日

８
時
45
分
～

45

17
時

45

17

30
分

②
北
海
道
保
健
福
祉
部

健
康
安
全
局
地
域
保
健
課

☎
０
１
１
‐
２
０
４
‐
５
０
２
０

□
開
設
時
間

平
日

17
時
17

30
分
～

17

30

21
時

土
日
祝

９
時
～
21
時

新型コロナウイルス対策と相談窓口について

御
通
口

Vol.
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も
う
す
ぐ
春
を
迎
え
て
暖
か
い

季
節
に
な
る
と
各
町
内
会
な
ど
で

は
鉢
花
を
植
栽
す
る
姿
が
よ
く
見

ら
れ
ま
す
。

植
栽
活
動
に
向
け
て
、複
数
の

町
内
会
か
ら
、
花
苗
の
入
手
が
困

難
と
な
っ
て
い
る
地
域
も
あ
る
と

活
性
化
セ
ン
タ
ー
に
依
頼
が
あ

り
、
町
内
会
や
環
境
保
全
会
向
け

に
鉢
花
の
生
産
を
令
和
２
年
度
も

行
い
ま
す
（
個
人
へ
の
提
供
は
行

い
ま
せ
ん
）。

★
生
産
す
る
花
の
種
類
は

・
ベ
ゴ
ニ
ア（
赤
・
白
・
ピ
ン
ク
）

・
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド

（
黄
・
オ
レ
ン
ジ
）

・
サ
ル
ビ
ア

・
ビ
オ
ラ

・
イ
ン
パ
チ
ェ
ン
ス

・
ミ
ム
ラ
ス

の
６
種
類
で
、価
格
は
１
鉢
あ
た

り
70
円
で
す
。

申
込
み
を
希
望
す
る
団
体
代
表

者
の
方
は
、
花
の
種
類
や
希
望
数
、

受
け
取
り
時
期
な
ど
を
４
月
17
日

（金）
ま
で
に
活
性
化
セ
ン
タ
ー
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

な
お
、配
送
は
行
い
ま
せ
ん
。
活

性
化
セ
ン
タ
ー
ま
で
受
け
取
り
可

能
な
方
が
対
象
で
す
。
提
供
鉢
数

は
育
苗
管
理
の
都
合
上
、２
，５
０

０
鉢
ま
で
と
な
り
ま
す
。申
込
み

状
況
に
よ
っ
て
は
、
希
望
数
に
添

え
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
予

め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

厚
沢
部
町
の
景
観
向
上
活
動
に

一
役
立
て
る
様
、管
理
を
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、

皆
様
か
ら
の
申
込
み
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

☆
問
合
せ
先

活
性
化
セ
ン
タ
ー

☎
６
５
‐
６
０
６
１

【
農
業
振
興
係

堂
下

貴
宏
】

活
性
化
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

だ
よ
り

町
内
自
治
会
向
け
鉢
花

の
申
し
込
み
募
集
に
つ
い
て

土
壌
分
析
装
置
で

熱
水
抽
出
性
窒
素
の
診
断
が
可
能
に
！

活
性
化
セ
ン
タ
ー
で
は
令
和
２
年
よ
り
「
土
壌
分
析
装
置
Ｓ

Ｆ
Ｐ-

４
ⅰ
」を
導
入
し
ま
し
た
。
今
ま
で
の
検
査
項
目
に
加
え
、

「
熱
水
抽
出
性
窒
素
」
の
診
断
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

北
海
道
内
で
主
に
畑
作
物
や
露
地
園
芸
作
物
の
施
肥
基
準
値

と
し
て
扱
わ
れ
る
数
値
の
１
つ
。
こ
れ
に
よ
り
、
さ
ら
に
正
確

な
数
値
で
の
施
肥
設
計
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
分
析
値
は
３
～
４
年
継
続
利
用
が
可
能
で
す
の

で
長
期
の
施
肥
設
計
づ
く
り
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

新 装 置 導 入！
土
壌
分
析
を
活
用

し
ま
し
ょ
う
！

生
産
者
の
中
で
「
肥
料
を
増
や

し
て
も
収
量
が
伸
び
な
い
」「
以
前

に
比
べ
味
や
品
質
も
落
ち
て
き

た
」
等
の
悩
み
を
お
持
ち
の
方
は

い
ま
せ
ん
か
？
そ
れ
は
土
に
原
因

が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
！
土
壌

分
析
を
す
る
こ
と
に
よ
り
解
決
す

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
！

●
な
ぜ
土
壌
分
析
が
必
要
な
の
か

①
品
質
・
収
量
の
向
上
の
た
め
に

「
微
量
要
素
不
足
」
で
は
作
物
の

品
質
や
収
量
が
低
下
し
ま
す
。

多
量
要
素
と
微
量
要
素
の
適
正

な
成
分
バ
ラ
ン
ス
を
維
持
す
る

こ
と
が
不
可
欠
と
な
り
ま
す
。

②
肥
料
コ
ス
ト
の
低
減
の
た
め
に

生
産
コ
ス
ト
を
抑
え
る
た
め
に

は
無
駄
の
な
い
適
正
な
施
肥
が

必
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。

③
土
の
肥
満
予
防
の
た
め
に

田
畑
に
リ
ン
酸
や
加
里
な
ど
が

残
っ
て
い
る
所
に
、
肥
料
や
た

い
肥
な
ど
を
加
え
る
と
作
物
が

元
気
に
育
ち
ま
せ
ん
。

収
量
増
加
！
品
質
向
上
！
ま
ず

は
土
壌
分
析
を
活
用
し
よ
う
！
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癌

贋

岩

雁

眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼

眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼

翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫

翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫

今
月
号
は
、上
段
で
発
達
の
お
話
も
記
載
し
て
あ
り
ま
す
が
、指
先
の
不

器
用
さ
や
力
の
バ
ラ
ン
ス
の
悪
さ
を
遊
び
な
が
ら
良
く
し
て
い
け
る
遊
び

の
紹
介
で
す
。お
父
さ
ん
お
母
さ
ん
も
一
度
は
経
験
し
た
こ
と
が
あ
る
ゴ

ム
鉄
砲
。意
外
と
指
が
複
雑
な
動
き
を
し
ま
す
。親
子
で
一
緒
に
的
あ
て
大

会
を
し
て
み
ま
し
ょ
う
！
指
の
鉄
砲
が
難
し
い
子
に
は
、ま
ず
は
割
り
ば

し
で
鉄
砲
を
作
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

●ゴム鉄砲●

子
ど
も
と
遊
ぼ
う
！

23

★作り方

洗濯バサミの金属部分を割りばしの裂け目にはさみ込み、輪ゴムで

しっかりと固定する。洗濯バサミに輪ゴムをはさんで、輪ゴムの端を

割りばしの先に引っかける。洗濯バサミをつまむと発射！

★ポイント

鉄砲に油性ペンで色を塗ったり、ビニールテープを貼るとかっこい

いですよ！

も
っ
と
楽
し
く

も
っ
と
豊
か
に

子
育
て
し
や
す
い

ま
ち
を
目
指
し
て

23

子
ど
も
の
発
達
に
つ
い
て

お
子
さ
ん
を
見
て
い
て
、
ス

プ
ー
ン
や
フ
ォ
ー
ク
・
箸
が
上
手

に
使
え
な
い
、
鉛
筆
や
ク
レ
ヨ
ン

が
上
手
に
持
て
な
い
、
じ
ゃ
ん
け

ん
の
チ
ョ
キ
が
で
き
な
い
、
細
か

い
も
の
を
指
で
つ
ま
め
な
い
な
ど

「
指
先
が
不
器
用
だ
な
ー
」
と
感

じ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

指
先
の
動
き
も
「
運
動
」
の
一

部
で
す
。
人
の
発
達
に
は
大
ま
か

な
順
序
が
あ
り
、
粗
大
運
動
（
体

全
体
を
使
う
運
動
）
が
発
達
し
た

後
に
、
微
細
運
動
（
細
か
い
動
き

の
運
動
）
が
発
達
し
ま
す
。
つ
ま

め
な
い
・
握
れ
な
い
と
い
う
場
合

に
は
そ
れ
以
前
に
肩
が
上
手
に
回

せ
な
い
、
上
半
身
の
動
き
も
ぎ
こ

ち
な
い
な
ど
大
き
な
体
の
部
位
も

う
ま
く
動
か
せ
て
い
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。
指
先
が
不
器
用
だ
と
、

チ
ャ
ッ
ク
や
ボ
タ
ン
が
で
き
な

い
、
う
ま
く
カ
バ
ン
に
し
ま
え
な

い
な
ど
身
支
度
が
大
変
だ
っ
た
り

鉛
筆
を
う
ま
く
使
え
ず
学
習
が
大

変
に
な
っ
て
き
た
り
と
い
う
こ
と

に
つ
な
が
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

で
き
な
い
経
験
が
積
み
重
な
っ
て

い
く
と
、「
自
分
は
で
き
な
い
」
と

自
己
否
定
感
に
つ
な
が
っ
て
し
ま

う
こ
と
も
…
。

子
ど
も
は
遊
び
の
中
で
た
く
さ

ん
の
経
験
を
積
み
、
力
を
つ
け
て

い
き
ま
す
。
指
先
を
使
っ
た
遊
び

を
た
く
さ
ん
取
り
入
れ
る
他
に
、

体
全
体
を
使
っ
た
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク

な
遊
び
や
指
先
よ
り
も
中
心
に
近

い
肩
や
肘
を
使
う
遊
び
を
取
り
入

れ
る
の
も
お
す
す
め
で
す
！
ま

た
、
指
先
が
不
器
用
な
子
は
筋
肉

が
硬
い
子
も
多
い
で
す
。
マ
ッ

サ
ー
ジ
な
ど
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
遊
び

も
◎
！
い
や
い
や
で
は
な
く
、
楽

し
く
力
を
つ
け
ら
れ
る
と
い
い
で

す
ね
！

発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

町
で
は
、
平
成
31
年
４
月
に
「
厚

沢
部
町
子
ど
も
発
達
支
援
セ
ン

タ
ー
」
を
認
定
こ
ど
も
園
は
ぜ
る

内
に
開
設
し
ま
し
た
！

体
や
指
先
の
不
器
用
さ
の
他
に

「
言
葉
が
遅
い
か
な
？
」「
お
友
達

と
う
ま
く
関
わ
れ
て
い
な
い
な
」

「
切
り
替
え
が
で
き
ず
次
の
行
動

に
移
れ
な
い
…
」
な
ど
、
気
に
な

る
こ
と
や
、
育
て
づ
ら
い
な
あ
大

変
だ
な
あ
と
感
じ
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
か
？
大
人
も
そ
う
で
す

が
、
全
て
の
子
に
得
意
・
不
得
意

が
あ
り
ま
す
。

発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
遊

び
の
中
で
得
意
を
伸
ば
し
、
苦
手

を
克
服
し
な
が
ら
、
お
子
さ
ん
の

成
長
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま

す
。
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
は
誰
に

で
も
あ
る
得
意
不
得
意
の
差
を
小

さ
く
し
て
生
活
し
や
す
く
す
る
セ

ン
タ
ー
と
な
っ
て
い
ま
す
。

お
子
さ
ん
の
こ
と
で
困
っ
て
い

る
、
お
子
さ
ん
本
人
が
困
っ
て
い

そ
う
だ
な
ど
の
悩
み
事
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
い
つ
で
も
相
談
に
い
ら

し
て
く
だ
さ
い
。

☆
ご
相
談
に
つ
い
て
は

町
こ
ど
も
発
達

支
援
セ
ン
タ
ー
へ

☎
５
６
‐
７
３
１
０

（引用：りんごの木 著『親子でいっしょにあそびましょ！』株式会社メイト）

Vol.

Vol.
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子育てについての悩み事・困り事などありましたら、保健師や栄養士へご相談ください。
☆連絡先☆

①町保健福祉センター内 保健福祉課健康増進係（保健師・栄養士） TEL：64‐3319
②認定こども園はぜる内 保健福祉課子育て支援係（保健師・保育教諭） TEL：56‐7310

厚沢部町の乳児相談について

～離乳食教室の紹介～

令和元年度は２月末までに１４人の赤ちゃ

んが生まれました。（図１）

平成25年度に29人が生まれたのをピーク

に年々赤ちゃんの数は減っていますが、未来

を育む赤ちゃん達と子育て中のお父さんお

母さんを地域で支えていきたいですね。

乳児期は、夜泣きや授乳、離乳食やアレルギー

や発達についてなど悩みが尽きません。現在、

子育て中の方でも悩んでいる方は多いのではな

いでしょうか。そのような悩みも他のお母さん

方と情報交換することで、大変なのは自分だけ

ではないと肩の荷がおりることや気持ちのリフ

レッシュにつながることもあります。

厚沢部町では、乳児相談や離乳食教室を年６

回行っています。身長や体重などの計測、発達

や母乳・離乳食の相談の場として、お母さんと

お子さんが活用しています。平日ではあります

が、お父さんの参加も大歓迎です。

★赤ちゃんの数は年々減少傾向★

★１人で悩みを抱え込まないで ★乳児相談をご活用ください！

★今回は乳児相談で行っている離乳食教室を紹介します★

回 数：年３回（令和２年度は７月・11月・３月に開催予定）

場 所：保健福祉センター（調理室・和室）

対 象：生後１か月位から１歳６か月位までのお子さん

内 容：①栄養士と月齢に合わせた離乳食づくり②野菜を使ったレシピや時短レシピ

③１歳過ぎの手づかみレシピなど

（図１）

地区別乳幼児数

藤岡智恵

ごめんください
保健師です

358

お母さんが食事を作っている間

子ども達はスタッフと遊びます

試食タイムでは、食欲もりもりの

お子さん方です。
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定番の玉子料理をふんわりとだし汁を吸った

お麩でアレンジしました。

豆苗は、ほかの青菜類で代用してもおいしく

仕上がります。

【作り方】
①棒麩は水に浸して輪切りにし、ちくわ
は斜め切り、玉ねぎは薄切り、豆苗は
ざく切りにします。

②鍋に●材料を入れ、煮たて、棒麩、ちく
わ、玉ねぎを加えて中火で煮ます。

③豆苗を加えてさっと煮て、玉子液をま
わして入れて半熟状態になったら器
に盛ります。
お好みで七味唐辛子を振りかけます。

エネルギー 172kcal

塩分 2.0ｇ

今月の簡単レシピ

おおおおおおおおおお麩麩麩麩麩麩麩麩麩麩お麩ののののののののののの
玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉子子子子子子子子子子とととととととととと玉子とじじじじじじじじじじじ

【材料】（２食分）

棒麩 1本

ちくわ 1本

玉ねぎ 1/4本

●だし汁 1カップ

●しょうゆ 大さじ1

●みりん 大さじ1

豆苗 1/2パック分

玉子 2個

七味唐辛子 適量

「ソプラノ・リコーダー

名曲全集」

〔ドレミ楽譜出版社編集部編〕

今話題の名曲から、アニメや映

画の名曲、ヒットソング、クラ

シックなど様々なジャンルの曲

を掲載。

一度は耳にしたあの名曲がソ

プラノ・リコーダーで演奏でき

る！

「フェルトで作る

すてきなお飾り」

〔ブティック社 編〕

３月は、ひな祭りや、学校では卒業

式があります。おひな様や、学生に馴

染みのあるテーマの本をご紹介しま

す。眺めても楽しい、この季節にピッ

タリの本です。

●図書館では、お探しの資料が貸出中の場合、予約承っ

ています。また、リクエストや道立図書館からの貸出も

受け付けしています。お気軽にご利用ください。

●問合せ先 厚沢部町図書館 ☎64‐3436（直通）

食生活
改 善
協議会

食改さんのコメン
ト

おすすめ新着図書

【広報あっさぶは町ホームページでカラー配信しています】

身近で手に入りやすいフェル

トで作って飾れるかわいいお飾

りがいっぱい！ひな祭りや端午

の節句、ハロウィンやクリスマ

スなど季節のものや、干支モ

チーフのもの、年中楽しめるも

のまで。

２月１6日（日）、「ふれあいサロ

ンあかぬま」（町地域支えあい協議

体主催）が赤沼町ふれあいセン

ターで行われ、赤沼地区の住民約

20名が参加しました。

厚沢部駐在所・浅香貴雄所長や

厚沢部消防署救急係長・太田稔久

救命士、同係・庄山一輝救命士を講

師に招き、「交通事故及び特殊詐欺

事件被害の防止について」や「救命

処置の流れ（心肺蘇生法とＡＥＤ

の使用）」について講話してもらい

ました。救命処置では何名かが人

形を使い、心肺蘇生法を実践し、一

次救命処置の大切さを学びまし

た。

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン

あ
か
ぬ
ま

図書館
新 書
情 報

サロン
活 動
報 告
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※診療日は予定であり、医師の出張などで変更す

る場合もあります。事前に病院へご確認ください。

※眼科診療は事前に予約していない方も診療日当

日の予約に余裕があれば、受診が可能な場合もあ

りますので、お問い合わせください。

午前・・・ 8時30分～11時30分
午後・・・13時30分～15時00分

受 付
時 間

診 療 日診 療 科

月～金曜日

（祝祭日は休診）

内 科

外 科

３日（火）・４日（水）

17日（火）・18日（水）
眼 科

厚厚厚厚厚厚厚厚厚厚厚厚厚厚厚厚厚厚厚厚沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病厚沢部町国保病院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院

〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡6666666666666666666644444444444444444444－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－33333333333333333333000000000000000000003333333333333333333364－303666666666666666666666〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕

行

４
＆ 事

お

知
ら
せ

３
＆

樺
樺
樺
樺
樺

３
月
の
休
日
当
番
医

急
遽
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
予
め
確
認
願
い
ま
す
。

（
受
付
時
間

９
時
～
17
時
）

診 療 日診 療 科

午前 月～金曜日
午後 月曜日・金曜日

循環器内科

午前 水曜日（初診受付11時迄）
午後 9.23日（月）
＜再診のみ（再診受付完全予約制）＞
午前10時迄受付10.24日
午前11時迄受付2.16.30日 午後 木曜日

消化器内科

午前 金曜日
午後 木曜日

呼吸器内科

午前 火～木曜日（外科は13.27日）
総 合 診 療

(外 科 )

午前 月～金曜日
午後 水曜日

泌 尿 器 科

午前 3.4.11.12.17.18.25.26.31日
午後 11.25日
（初診受付11時迄）

耳鼻咽喉科

午前 5.26日
（予約以外の方は10時迄に受付）
午後 4.18.25日

眼 科

午前 火曜日皮 膚 科

午前 6.27日神 経 内 科

※予約受付時間（定期患者のみ）13時00分～16時00分

午前・・・18時00分～11時30分（初診は9時00分～）
午後・・・13時00分～14時30分

受付
時間

北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江差差差差差差差差差差差差差差差差差差差差病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院北海道立江差病院
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※診療日は予定であり、変更になる場合もあります。

★★★看護師等の職員を募集しています★★★
正規看護師・助産師と看護師＆准看護師＆看護助手の臨

時職員を募集しています。院内保育所の利用や勤務時間も
ご相談ください。是非一緒に働きましょう。連絡お待ちし
ています。〔TEL52-0036（内線202）総看護師長 廣野〕

３月の外来診療情報

『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料送送送送送送送送送送送送送送送送送送送送迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎ババババババババババババババババババババスススススススススススススススススススス』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』ののののののののののののののののののののごごごごごごごごごごごごごごごごごごごご案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案『無料送迎バス』のご案内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内

国保病院と館・鶉間を往復する送迎バスを火・

木曜日に運行していますので、ご利用ください。

停車場所 出発時間

①旧館診療所前 午前8時30分

②館地域振興センター 午前8時30分過ぎ

③鶉学校前バス停 午前8時50分

④鶉地区研修センター 午前8時50分過ぎ

⑤国保病院 午前9時10分

※帰路は利用者全員の診療終了後

国保病院前を出発します。

（帰路：国保病院⇒館地区⇒鶉地区）

運行日：火・木曜日

電話番号病 院 名当番日

52-1070佐々木病院3月 1日（日）

52‐0036道立江差病院8日（日）

52‐0036道立江差病院15日（日）

62‐2331乙部町国保病院20日（祝）

64‐3036厚沢部町国保病院
22日（日）

67‐2856（ドラッグストアまるや）

52‐0036道立江差病院29日（日）

※整形外科・小児科・精神科・産婦人科については

月～金曜日の午前診療となります。
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檜
山
地
域
人
材
開
発

セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

○
フ
ラ
ダ
ン
ス
教
室

◆
日
程

３
月
４
日
（水）
・
（水）

18
日

（水）

18

（水）

◆
時
間

13
時
～

13

15
時

◆
定
員

20
名

◆
受
講
料

各
２
，０
０
０
円

◆
申
込
締
切

各
実
施
日
の
前
日

★
申
込
先

檜
山
地
域
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー

☎
５
２
‐
０
１
６
０

各
種
採
用
試
験

☆
国
税
専
門
官
採
用
試
験

◆
受
験
資
格

平
成
２
年
４
月
２

日
か
ら
平
成
11
年
４
月
１
日
迄

に
生
ま
れ
た
者
ま
た
は
平
成
11

年
以
降
生
ま
れ
の
者
で
大
学
卒

業
す
る
見
込
み
の
者
な
ど
別
に

定
め
る
者

◆
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
期
間

３
月
27
日
27

（金）
～
４
月
８
日

27

（金）

（水）

◆
申
込
先

h
ttp
://w
w
w
.jin
ji

-sh
ik
e
n
.g
o
.jp
/ju
k
e
n
.h
tm

◆
問
合
せ

札
幌
国
税
局
人
事
第

２
課
採
用
担
当

☎
０
１
１
‐
２
３
１
‐
５
０
１
１

☆
北
海
道
警
察
官
採
用
試
験

◆
受
験
資
格

昭
和
63
年
４
月
２

日
か
ら
平
成
15
年
４
月
１
日
迄

に
生
ま
れ
た
者

◆
申
込
期
間

３
月
１
日
（日）
～
４
月
８
日

（日）

（水）

◆
問
合
せ

江
差
警
察
署

☎
５
２
‐
０
１
１
０

☆
海
上
保
安
学
校
学
生
採
用
試
験

★
高
校
卒
業
程
度

◆
受
験
資
格

令
和
２
年
４
月
1

日
時
点
で
高
校
ま
た
は
中
学
校

卒
業
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て

13
年
を
経
過
し
て
い
な
い
者

◆
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
期
間

３
月
27
日
27

（金）
～
４
月
３
日

27

（金）

（金）

★
大
学
卒
業
程
度

◆
受
験
資
格

平
成
２
年
４
月
２

日
以
降
生
ま
れ
の
者
で
、大
学

（
短
期
大
学
は
除
く
）を
卒
業
し

た
者
な
ど

◆
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
期
間

３
月
27
日
27

（金）
～
４
月
８
日

27

（金）

（水）

◆
申
込
先

h
ttp
://w
w
w
.k
a
ih

o
.m
lit.g
o
.jp
/sa
iy
o
u
/b
o
sy
u

◆
問
合
せ

第
一
管
区
海
上
保
安

本
部
総
務
部
人
事
課

☎
０
１
３
４
‐
２
７
‐
０
１
１
８

運
転
免
許
更
新
時
講
習

◎
江
差
町
文
化
会
館

☆
３
月
10
日
10

（火）

◆
優
良
運
転
者
講
習

13
時
～

13

13
時

13

13

30
分

◆
一
般
運
転
者
講
習

14
時
～

14

15
時

◆
初
回
更
新
者
講
習

15
時
15

45
分
～

15

45

17
時

15

45

17

45
分

☆
３
月
19
日
19

（木）

◆
優
良
運
転
者
講
習

13
時
～

13

13
時

13

13

30
分

◆
違
反
運
転
者
講
習

14
時
14

15
分
～

14

15

16
時

14

15

16

15
分

６
月
に
札
幌
市
で
開
催
さ
れ
る

『
第
29
回
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
ソ
ー

ラ
ン
祭
り
』
で
は
、道
内
各
地
よ
り

「
市
民
審
査
員
」を
募
集
し
ま
す
。

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
審
査
員
と
し
て

お
祭
り
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
？

◆
日
程

６
月
13
日
13

（土）
・

13

（土）

14
日

13

（土）

14

（日）

（
※
右
記
日
程
の
い
ず
れ
か
1
日
）

◆
場
所

札
幌
市
中
央
区

（
大
通
公
園
周
辺
）

◆
内
容

Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
ソ
ー

ラ
ン
祭
り
の
演
舞
の
審
査

◆
応
募
方
法

募
集
要
綱
と
応
募
用
紙
を
左
記

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
ま
た
は
電
話
で
取
り
寄
せ
の
上

４
月
17
日
17

（金）
迄
に
提
出
す
る
。

◆
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp
://

w
w
w
.y
o
sa
k
o
i-so
ra
n
.jp
/

★
問
合
せ
・
応
募
用
紙
送
付
先

Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
ソ
ー
ラ
ン
祭

り
実
行
委
員
会

☎
０
１
１
‐
２
３
１
‐
４
３
５
１

〒
０
６
０
‐
０
０
０
１

札
幌
市
中
央
区
北
１
条
西
２
丁

目

北
海
経
済
セ
ン
タ
ー
４
Ｆ

Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

sh
in
sa
@
y
o
sa
k
o
i-so
ra
n
.jp

Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
ソ
ー
ラ
ン

祭
り
審
査
員
を
募
集
し
ま
す

厚
沢
部
町
国
保
病
院
で
は
看
護

師
ま
た
は
准
看
護
師
（
会
計
年
度

任
用
職
員
）
３
名
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

□
応
募
資
格

・
看
護
師
又
は
准
看
護
師
免
許
を

取
得
さ
れ
て
い
る
方
。

・
町
内
在
住
又
は
通
勤
可
能
、
か

つ
夜
勤
が
可
能
な
方
。

勤
務
状
況
に
つ
い
て
は
、
ご
相

談
に
応
じ
ま
す
。

□
雇
用
期
間

令
和
２
年
４
月
１
日
か
ら
令
和

３
年
３
月
31
日
の
範
囲
内
。

希
望
者
は
国
保
病
院
備
付
け
の

履
歴
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

左
記
係
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
応
募
期
限

３
月
13
日
13

（金）
必
着

◆
問
合
せ
先

国
保
病
院
総
務
係

☎
６
４
‐
３
０
３
６

令
和
２
年
度
会
計
年
度
任
用

職
員
（
看
護
師
等
）
を
募
集

―3月＆4月の行事＆お知らせ ―

令
和
２
年
度
保
険
料
率
を
改
定

し
ま
す
。３
月
分
（
４
月
納
付
分
）

か
ら
健
康
保
険
料
率
が
10
．
10

41
％

（
プ
ラ
ス
0．1
ポ
イ
ン
ト
）
、介
護
保

険
料
率
が
1
．79
％（
プ
ラ
ス
0
．

06
ポ
イ
ン
ト
）
と
な
り
ま
す
。
健
康

保
険
及
び
介
護
保
険
料
率
の
引
き

上
げ
に
関
し
ま
し
て
、
何
卒
ご
理

解
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

☆
問
合
せ
先

協
会
け
ん
ぽ
北
海
道
支
部

☎
０
１
１
‐
７
２
６
‐
０
３
５
２

協
会
け
ん
ぽ
北
海
道
支
部
か

ら
の
お
知
ら
せ

17
☆☆☆南部桧山清掃センターからのお知らせ☆☆☆

３月14日（土）は休日のため当施設へのゴミの搬入はできません。
【問い合わせ先：南部桧山清掃センター（緯53-6301）】

―3月＆4月の行事＆お知らせ ―

戸 籍 の 窓
（２月20日届出分まで）

町の人口

前月からの
人口増減人口女男世帯

（－6）2,2151,1681,0471,132下地区

（－2）653332321319鶉地区

（－6）910476434446館地区

（-14）3,7781,9761,8021,897全 町

令和２年１月末日現在

厚沢部町ふるさと納税寄附状況

8件今月の寄附件数

190千円今月の寄附金額

1,056件
令和元年度
寄附件数累計

16,036千円
令和元年度
寄付金額累計

32,007千円前年度寄付金額

（２月20日届出分まで）

※外国人住民を含む

厚沢部町交通事故死
ゼロ記録簿

日５９８１連続

令和２年２月26日現在

共 和 森髙 チヨさん（86歳）01/24

館 町 清水 曻さん（87歳）01/31

新 町 小川 タマさん（96歳）2/14

富 里 西口 キワさん（97歳）2/18

赤沼町 森藤 清さん（89歳）02/20

おくやみもうしあげます

樺
樺

善
意
感
謝
致
し
ま
す

●
社
会
福
祉
協
議
会
へ

☆
福
祉
事
業
に
役
立
て
て
と

新
町
10
班
班
長

山
田
喜
美
男
さ
ん
か
ら

１
６
，６
３
３
円

●
新
栄
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
へ
寄
贈

☆
新
栄
・
佐
藤
誠
紘
さ
ん
か
ら

テ
レ
ビ（
49
イ
ン
チ
）

１
５
０
，０
０
０
円
相
当

☆
新
栄
・
山
坂
憲
二
さ
ん
か
ら

座
椅
子
・
10
脚

５
０
，０
０
０
円
相
当

いつまでもおしあわせに！

由 利 拓 也 さん 緑 町

栗谷川 智 美 さん 函館市樺
おたんじょうおめでとう！

本 町 鈴 木 寿雲也 くん 2/3
じゅんや

（拓也さん＆優生さん）

●
一
般
寄
附
金

☆
北
斗
市
・
辻
木
材

（株）

代
表
取
締
役

辻
秀
明
さ
ん
か
ら

１
０
０
，０
０
０
円

「
訂
正
」

先
月
発
行
し
た
６
７
４
号
の

14
頁
『
時
間
を
刻
む
』
で
鹿
子
舞

交
流
協
議
会
事
務
局
の
電
話
番

号
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
次
の

と
お
り
訂
正
致
し
ま
す
。

（
誤
）０
９
０-

６
０
９
４-

８
４
３
９

（
正
）０
８
０-

６
０
９
４-

８
４
３
９
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あとがき
▼

６

・

７

ペ

ー

ジ

で

は

中

学

生

議

会

を

取

り

上

げ

、

中

学

生

た

ち

の

意

見

を

掲

載

し

た

。

大

人

で

は

な

か

な

か

出

て

こ

な

い

よ

う

な

柔

軟

な

意

見

が

多

く

出

さ

れ

た

と

思

う

。

こ

う

い

っ

た

意

見

を

大

事

に

し

、

今

後

の

ま

ち

づ

く

り

に

反

映

さ

せ

て

い

く

こ

と

が

最

も

重

要

な

こ

と

に

な

る

の

だ

ろ

う

。

▼

上

記

冬

の

道

駅

ま

つ

り

で

は

雪

が

少

な

く

一

部

イ

ベ

ン

ト

が

で

き

な

か

っ

た

。

も

う

少

し

開

催

前

に

雪

が

降

っ

て

く

れ

れ

ば

よ

か

っ

た

の

に

と

思

い

な

が

ら

取

材

を

し

て

い

た

。

そ

ん

な

思

い

が

通

じ

た

の

か

翌

日

に

は

大

雪

が

降

り

朝

か

ら

雪

か

き

。

降

っ

て

ほ

し

い

と

は

思

っ

た

け

ど

今

じ

ゃ

な

い

ん

だ

よ

な

と

思

い

な

が

ら

改

め

て

自

然

相

手

の

イ

ベ

ン

ト

の

難

し

さ

を

痛

感

し

た

。

▼

10

頁

で

も

触

れ

た

よ

う

に

、

新

型

コ

ロ

ナ

ウ

イ

ル

ス

が

道

内

で

も

広

が

っ

て

い

る

。

最

近

で

は

10

歳

未

満

の

感

染

が

確

認

さ

れ

た

り

、

若

者

の

感

染

者

の

重

篤

化

が

取

り

上

げ

ら

れ

て

い

る

。

コ

ロ

ナ

ウ

イ

ル

ス

は

無

症

状

で

も

感

染

し

て

い

る

場

合

が

あ

り

、

ま

だ

周

り

で

は

感

染

者

が

出

て

い

な

い

か

ら

大

丈

夫

と

考

え

ず

、

日

常

の

対

策

を

！

ま

た

、

町

の

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ

で

も

コ

ロ

ナ

ウ

イ

ル

ス

の

情

報

を

載

せ

て

い

ま

す

の

で

ご

確

認

く

だ

さ

い

。（

え

び

）

時
と

間
き

刻 む
Λ

昨
年
、「
冬
で
も
町
民
が
集
い
元

気
に
！
マ
チ
に
賑
わ
い
を
！
」
と

の
思
い
か
ら
厚
沢
部
商
工
会
青
年

部（
山
下
礼
部
長
・
会
員
15
名
）と

素
敵
な
過
疎
づ
く
り
㈱
が
企
画
し

た『
冬
の
道
駅
ま
つ
り
』
が
今
年
も

開
催
さ
れ
た
。

冒
頭
の
挨
拶
で
渋
田
町
長
は

「
こ
の
よ
う
な
冬
の
イ
ベ
ン
ト
が

行
え
る
の
も
商
工
会
青
年
部
の
皆

さ
ん
の
頑
張
り
が
あ
る
お
か
げ
で

す
」と
イ
ベ
ン
ト
企
画
・
運
営
へ
の

感
謝
の
気
持
ち
を
述
べ
た
。

今
年
は
雪
が
少
な
く
、
新
た
な

催
し『
バ
ナ
ナ
ボ
ー
ト
』は
中
止
と

な
っ
た
が
、特
設
滑
り
台
で
は
子

ど
も
達
が
何
度
も
歓
声
を
上
げ
、

そ
の
笑
顔
と
元
気
な
声
の
横
で
大

人
達
は
お
酒
と
焼
肉
を
堪
能
。最

後
は
約
１
，
０
０
０
発
の
花
火
が

厚
沢
部
の
夜
空
を
彩
り
、
今
年
の

『
冬
の
道
駅
ま
つ
り
』
は
大
盛
況
に

終
わ
っ
た
。

２
月
15
日
15

（土）
、第
２
回『
冬
の
道
駅
ま
つ
り
』が
道
の
駅
あ
っ
さ
ぶ
駐
車

場
で
開
催
さ
れ
町
内
外
か
ら
約
３
０
０
名
が
集
結
。子
ど
も
達
は
特
設
雪

の
滑
り
台
を
満
喫
し
大
人
は
特
製
タ
レ
に
漬
け
込
ん
だ
焼
肉
と
檜
山
産
の

お
酒
を
堪
能
。氷
点
下
の
会
場
は
た
く
さ
ん
の
熱
気
に
包
ま
れ
た
。

冬でも町民が集い元気に！マチに賑わいを！

第２回「冬の道駅まつり」

▲開始早々たくさんの来場者

ですぐさま満席に！

▲

気
の
合
う
仲
間
と
楽
し
む
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
。会
場
に
は
た
く
さ
ん

の
笑
顔
が
あ
ふ
れ
て
い
た
。

▲商工会青年部ではカキやキノコのアヒー

ジョを販売。「なまら絶品！」


